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おまえざき  市議会だより　第 70 号　　2022 年 7.8.9 月

報
委
員

告会

予
算
決
算
審
査

特
別
委
員
会

令
和
4
年
9
月
14
日
・
15
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託

さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
関
係
部
課
長

か
ら
細
部
に
よ
る
内
容
の
説
明
を
求
め

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
意
見
書
を
付

し
て
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
す

べ
き
も
の
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

問
令
和
３
年
度
一
般
会
計
約

１
７
９
億
円
の
う
ち
委
託
料
の

検
証
に
つ
い
て
伺
う

答
令
和
３
年
度
一
般
会
計
に
お
い

て
支
出
し
た
委
託
料
は
、
総
額

20
億
９
千
８
８
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
維
持
管
理
費
用
で
あ
る
指
定
管

理
料
が
最
も
多
く
４
億
６
千
６
９
９
万

円
と
な
り
、
次
い
で
各
種
工
事
の
た
め

の
測
量
設
計
監
理
業
務
委
託
料
、
自
主

運
行
バ
ス
運
営
事
業
委
託
料
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料
、

学
校
給
食
調
理
配
送
業
務
委
託
料
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
す
。

主
に
市
が
直
接
実
施
す
る
よ
り
も
効

率
的
で
あ
る
事
務
や
、
専
門
性
を
要
す

る
業
務
な
ど
に
対
し
て
支
出
さ
れ
ま
す
。

委
託
内
容
や
程
度
に
つ
い
て
十
分
に

費
用
と
効
果
を
比
較
衡
量
し
、
委
託
料

の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
複
合

化
、
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
委
託
料
の
抑
制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

問
浜
岡
砂
丘
の
西
に
あ
る
白
砂
公

園
の
中
に
あ
る
ひ
ょ
う
た
ん
池

が
、
長
雨
に
よ
り
浚
せ
つ
工
事
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
方
向
性
は

答
ひ
ょ
う
た
ん
池
は
、
県
単
治
山

事
業
と
し
て
県
が
松
の
植
栽

と
、昔
か
ら
砂
丘
に
で
き
た
「
た
ま
り
」

と
呼
ば
れ
る
「
た
め
池
」
を
活
用
し
、

整
備
し
た
も
の
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
平
成
４
年
度
、
５
年
度
に

か
け
て
、
訪
れ
た
人
々
の
保
健
休
養
や

自
然
観
察
の
場
を
目
的
に
、
県
の
補
助

金
を
受
け
て
当
時
の
浜
岡
町
が
花
や
木

を
植
え
、
遊
歩
道
や
あ
ず
ま
屋
な
ど
を

整
備
し
ま
し
た
。

池
の
浚
せ
つ
と
な
る
と
、
工
法
な
ど

に
よ
る
経
費
が
多
額
に
な
る
こ
と
や
深

く
す
る
こ
と
で
、
安
全
面
で
も
柵
の
設

置
な
ど
対
策
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
現

状
を
維
持
し
な
が

ら
、
満
水
時
の
注
意

看
板
の
設
置
な
ど
検

討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

一般質問

丸尾　忠

•	

令
和
3
年
度
一
般
会
計	

委
託
料
の
検
証
に
つ
い
て

•	

白
砂
公
園
ひ
ょ
う
た
ん
池
の	

工
事
の
方
向
性
に
つ
い
て

議案第48号 令和4年度御前崎市一般会計予算の補正（第5号）について

教育総務課 部活動検討委員会については、今後問題が
生じないよう慎重な検討を求める。

認定第1号 令和3年度御前崎市一般会計歳入歳出決算の認定について

企画政策課 財政の改善と市の PR を兼ねて、積極的な
ふるさと納税を推進するよう強く求める。

こども未来課
社会情勢の変化により、放課後児童クラブ
の需要が増大している。事業の積極的な拡
大を強く求める。

意 見 書

原
子
力
対
策

特
別
委
員
会

令
和
4
年
9
月
20
日
に
委
員
会
を
開

催
し
、
㈱
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
の
金
田
武
司

氏
に
よ
る
「
世
界
情
勢
か
ら
日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
」
と
題
し
て

の
講
演
お
よ
び
中
部
電
力
㈱
か
ら
浜
岡

原
子
力
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て
、
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

【
講
演
の
内
容
に
つ
い
て
】

次
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
っ
て

問
題
が
表
面
化
し
た
「
資
源
小
国
」
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、
経
済
安

全
保
障
に
つ
い
て
い
か
に
対
処
す
べ
き

か
、
ま
た
、
今
後
の
原
子
力
施
策
の
進

め
方
に
つ
い
て
で
す
。

【
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て
】

①
8
月
29
日　
原
子
力
規
制
委
員
会

　
　
　
　
　
　
山
中
委
員
の
視
察

②
9
月
2
日　
原
子
力
規
制
委
員
会
臨

時
会
議

◎
ハ
ザ
ー
ド
審
査

審
査
サ
イ
ク
ル
の
短
縮
に
つ
い
て
の

事
業
者
の
取
り
組
み
、
規
制
委
員
会
側


